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中
山
中
学
校
落
成
式

祝　１
月
２７
日
、
町
立
中
山
中
学
校
の
新
校
舎
落
成
式
が
同
校
ア
リ
ー
ナ
で
執
り
行
わ
れ
、

佐
藤
町
長
、
斎
藤
議
長
を
は
じ
め
、
新
校
舎
建
設
に
携
わ
っ
た
関
係
者
、
多
く
の
来
賓
や

在
校
生
、
学
校
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
参
加
者
全
員
で
町
民
歌
・
校
歌
を
合
唱
、
町
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
の
後
、

石
川
教
育
長
に
よ
る
事
業
経
過
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
校
舎
建
設
事
業
に
尽

生徒を代表して御礼の言葉を
述べる髙橋陽樹くん（２年生）

図書室前には、３年生を激励する後輩たちからの
メッセージが掲示されています。

力
さ
れ
た
５
名
の
方
に
佐
藤
町
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
を
代
表
し
て
生
徒
会
長
の
髙
橋
陽
樹

く
ん
（
２
年
生
）
が
「
私
た
ち
は
今
、
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
今
日

に
至
る
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
は
こ
の
方
々

の
ご
苦
労
と
地
域
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
中
山
中
に
は
長
い
年
月
を
か

け
て
創
り
上
げ
て
き
た
良
い
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
中
山
中
生
、
３
１
７
名

は
こ
れ
か
ら
も
心
を
一
つ
に
し
て
頑

張
り
ま
す
。」
と
力
強
く
御
礼
の
言

葉
を
述
べ
、
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍

手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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第５次中山町総合計画・�
後期５か年基本計画の概要

第５次中山町総合計画・後期５か年基本計画の概要

　町では、平成３２年を目標年次とした第５次中山町総合計画の基本計画を見直し、新
たに後期５か年基本計画を平成２８年３月に策定しました。
　町報３月号では、その概要についてお知らせします。

Ⅰ　第５次中山町総合計画の全体構成

Ⅱ　後期５か年基本計画

●�愛　称：みんなで創るなかやまプラン

●�計画期間：平成２３年度（２０１１）～平成３２年度（２０２０）の１０か年です。

●�計画期間：平成２８年度（２０１６）～平成３２年度（２０２０）の５か年です。

●�主要な事業：基本目標及び施策目標別に５か年で実施する主要な事業を図表２に掲載しています。
●�まちづくり戦略プロジェクト：５か年の期間中に重点的に取り組む施策群をまちづくり戦略プロジェ
クトとして位置づけ、その事業内容を図表３に掲載しています。
●�実施計画：基本計画に掲げた事業並びに戦略プロジェクトについては、平成２８年度以降、優先順位
の高いものから実施計画としてまとめ、事業に着手します。
●�総合戦略との関係：平成２７年１２月に策定した中山町まち・ひと・しごと創生総合戦略の重点プロジェ
クトについては、基本構想・基本計画の一部として全てのプロジェクトが後期５か年基本計画に反
映されています。
●�その他：第５次中山町総合計画・後期５か年基本計画の計画内容については、中山町公式ホームペー
ジに掲載しています。http://www.town.nakayama.yamagata.jp

●�計画の構成：「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」で構成されています。

●�計画策定の目的：「総合計画」は、まちづくりのすべての分野を対象とした町の計画として最も上
位に位置づけられるものであり、総合的かつ計画的な自治体経営・地域経営を進めていくうえでの
基本的な指針となるものです。
●�計画における中山町の将来像：中山町が１０年後（Ｈ３２年）に目指す町の姿の象徴として「ふれあい
と絆　緑豊かな　輝くふるさと　なかやま」と定めています。

●�計画策定の目的：本町を取り巻く人口減少や少子高齢化など急激な社会経済情勢の変化に伴い、現
行の基本計画の内容だけでは、様々な行政課題への対応が難しい状況となっています。
　�　このため、町では、平成２７年度に前期５か年（平成２３年度～平成２７年度）の行政施策を評価・検
証するとともに、今後５か年の基本的施策をまとめた第５次中山町総合計画・後期５か年基本計画
を策定いたしました。

基本目標 施策目標 主要な事業（抜粋）

●�生涯にわたって健康で
安心・安全に暮らせる
まち　なかやま

１．安心できる健康・
福祉・子育て応援の
まちづくり

○医療対策事業
○在宅医療・介護サービス提供体制の構築
○子育て世代包括支援センター事業
○高齢者生きがい対策事業
○心身障がい者福祉事業
○生活困窮者自立支援事業

２．安全で自然にやさ
しい快適な生活環境
づくり

○自然環境保全事業
○公園管理事業
○公共下水道事業
○ごみ減量化・リサイクル推進事業
○消防団運営事業
○自主防災組織の育成及び活動の強化
○防犯灯設置事業
○交通安全専門指導員・交通指導員の設置事業

●�交流を基盤に若者も
　いきいき定住するまち
　なかやま

３．定住と交流を生み
出す生活基盤づくり

○国土利用計画推進事業
○住宅基盤整備事業
○国県道等整備促進要望活動事業
○地域公共交通事業
○公衆無線ＬＡＮ整備事業

４．豊かで活力に満ち
た産業づくり

○新規就農者の確保と人材、組織等の育成
○果樹畑作・水田営農振興事業
○６次産業化推進事業
○商工振興事業
○商業機能の強化や集積のための支援
○広域観光推進事業
○町観光事業

●�みんなの絆で築く
　わたしのふるさと
　なかやま

５．人が輝く教育・文
化・スポーツのまち
づくり

○総合教育会議に係る事業
○各種スポーツ大会、スポーツ教室開催事業
○文化財の保存、活用
○青少年育成団体支援事業
○県境を越えた市町村との連携を促進

６．みんなで進める協
働のまちづくり

○男女共同参画計画推進事業
○まちづくり推進事業
○小さな拠点の形成
○協働のまちづくり人材育成事業・啓発事業
○大学などの高等教育機関やＮＰＯ法人との交流
○行政改革の推進
○行政情報化の推進

戦略プロジェクト名 戦略プロジェクトの主要事業

●�地域振興リーディン
グ・プロジェクト

①企業誘致の促進
②道の駅整備計画の策定
③コンパクトシティ構築推進事業
④日本版ＣＣＲＣ構想の導入検討

●�みんないきいき　健
康・スポーツ・交流
のまちづくりプロ
ジェクト

①健康増進事業
②各種スポーツ大会、スポーツ教室開催事業
③介護予防事業
④体育施設管理事業
⑤観光交流振興計画策定事業
⑥ひまわり温泉管理運営事業

●�心豊かに子どもを育む　
子育て応援・教育のま
ちづくりプロジェクト

①子育て支援の充実
②学校教育の充実
③健やかな子どもを育む地域づくり

●�定住環境創造ベッド
タウン・プロジェク
ト

①町営住宅等整備事業
②定住支援事業
③住宅基盤整備事業
④空き家利活用推進事業
⑤三世代同居・近居推進対策事業

（注�）まちづくりの戦略プロジェクトとは、主要な施策の連携により施策効果の向上
や相乗効果を戦略的に狙い進める施策群のことです。 國方会長から佐藤町長へ答申書の伝達

●�策定のための推進体制

組織名称 人員数 摘　　　　要
中山町政策推進会議 １５名 外部委員
中山町政策推進本部会議 １０名 町三役・課長等
プロジェクトチーム １６名 町職員（統括・専門員・主査）
事務局 　５名 総務企画課企画財政Ｇ

図表１　策定のための推進体制

図表２　後期５か年基本計画に掲げた主な事業

図表３　まちづくりの戦略プロジェクト
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四
年
に
一
度
の
踊
り
を
披
露

小
塩
御ご

福ふ
く

田で
ん

田
植
踊
り

　
「
小
塩
御
福
田
田
植
踊
り
」と
は
、小
塩
地
区
に
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
豊
作
の
祈
り
を
こ
め
た
踊
り
で
、

地
中
で
眠
る
田
の
神
を
起
こ
す
場
面
か
ら
は
じ
ま
り
、
田
植
え
や
収
穫
な
ど
の
動
き
を
題
材
に
し
て
い
ま

す
。
四
年
に
一
度
、
う
る
う
年
に
地
区
内
の
新
築
や
結
婚
な
ど
の
祝
い
ご
と
が
あ
っ
た
家
で
披
露
さ
れ
、

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
２
月
２８
日
に
地
区
内
の
２
軒
の
家
々
と
公
民
館
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
葉
山
大
権
現
に
仕
え
る
法
印
ら
が
慶
事
の
あ
っ
た
家
々
を
巡
り
、
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
を

祈
祷
し
ま
し
た
。
そ
の
後
法
印
の
法ほ

螺ら

を
合
図
に
、
入
れ
替
わ
り
で
踊
り
手
の
「
テ
デ
衆
」「
早
乙
女
」

や
演
奏
担
当
の
「
下
座
」
な
ど
約
２０
名
が
座
敷
に
上
が
っ
て
踊
り
を

披
露
。
踊
り
が
披
露
さ
れ
る
家
や
公
民
館
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

盛
り
上
が
っ
て
く
る
と
見
物
客
か
ら
お
ひ
ね
り
が
飛
び
交
う
な
ど
、

賑
や
か
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
田
植
踊
り
は
東
北
の
民
俗
芸
能
で
、
山
形
県
内
だ
け
で
も
１０
か
所

以
上
に
存
在
し
ま
す
が
、
小
塩
に
伝
わ
る
踊
り
に
は
他
と
は
異
な
る

二
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
御
福
田
行
事
が
郷
土
芸
能
で
あ
る
田
植
踊
り
を
取
り
込

ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
昔
、
餅
の
こ
と
を
「
フ
ク
デ
」
と
言
っ
て
い

た
そ
う
で
、
三
宝
を
敬
っ
て
供
養
す
る
「
福
田
」
と
い
う
言
葉
に
結

び
つ
き
、「
御
福
田
」
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
小
塩
の
御
福

田
田
植
踊
り
行
事
に
は
必
ず
餅
が
登
場
し
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
座
敷
で
踊
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
の
者
よ
り
も
下

段
の
庭
先
で
踊
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
小
塩
で
は
踊
り
手
は
前
日

の
水み

ず
垢ご

離り

で
清
め
ら
れ
、
神
の
使
い
と
さ
れ
、
家
の
者
よ
り
上
段
で

踊
り
ま
す
。
保
存
会
の
森
谷
正
幸
会
長
は
「
座
敷
に
上
が
る
の
は
全

国
的
に
も
珍
し
い
。
お
そ
ら
く
小
塩
だ
け
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
伝
統
芸
能
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
地
区
民
を
始
め
町
外
か
ら
も
多
く

の
人
々
が
集
ま
り
、
地
区
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
沼
さ
ん
は
山
形
大
学
を
卒
業
後
、
本

県
中
学
校
、特
別
支
援
学
校
に
勤
め
ら
れ
、

教
材
や
支
援
機
器
を
開
発
し
、
学
習
効
果

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、酒
田
・
山
形
両
聾ろ

う
学
校
に
お
い
て
、

磁
力
線
伝
達
方
式
に
よ
る
集
団
補
聴
器
、

赤
外
線
ス
テ
レ
オ
補
聴
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
多
く
の
生
徒
の
学
習
を
助
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
功
績
が
高
い
評
価
を
受
け
、

昨
年
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功

労
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
大
沼
さ
ん
は
、

山
形
聾
学
校
長
、
ゆ
き
わ
り
養
護
学
校
長

を
歴
任
し
、
現
在
は
山
形
理
容
学
校
長
と

し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
６
日
、
叙
勲
記
念
祝
賀
会
が
山
形

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
が

長
年
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

桜
町 
大
沼
紘
一
さ
ん

�

瑞
宝
双
光
章
を
称
え
る

�
記
念
祝
賀
会大沼紘一さん（左）と、妻 美智子さん

公民館で行われた踊りの後、来
場者にもちが振舞われました。

一人畳半畳ほどのスペースで豪快な踊りを披露

今年から田植踊り保存会に新加入した皆さん。
写真左から、渡邉晃輔さん、井上直之さん、渡辺
亮介さん。伝統文化を逞しく継承していきます。

水み
ず

垢ご

離り

で
身
を
清
め
る
　
２
月
27
日
の
夜
、
身
を
清
め
る

た
め
、
踊
り
手
が
水
垢
離
を
行
い

ま
し
た
。

　
厳
し
い
冷
え
込
み
の
中
、
大
き

な
声
で
気
合
を
入
れ
、
一
気
に
水

を
か
ぶ
る
踊
り
手
の
皆
さ
ん
。

　
水
を
か
ぶ
る
た
び
に
、
見
学
し

て
い
た
方
た
ち
ま
で
も
悲
鳴
や
歓

声
を
あ
げ
、
明
日
行
わ
れ
る
踊
り

へ
の
期
待
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
力
を
結
集

女
性
ま
つ
り

　
２
月
１１
日
、
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
の
女

性
ま
つ
り
が
中
央
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
各
女
性
団
体
や
個
人
に
よ
る
作
品
展
示
、

毛
糸
を
使
っ
た
タ
ワ
シ
作
り
の
体
験
、
風
呂
敷
の
様
々
な
使
い
方

の
講
習
会
、包
丁
研
ぎ
、ヘ
ル
シ
ー
料
理
展
示
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
太
極
拳
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
舞
、
民
謡
、
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、声
優
で
講
談
師
の
一い
ち
り
ゅ
う
さ
い
は
る
み

龍
齋
春
水
さ
ん
に
よ
る「
童

謡
詩
人　
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
〜
１３
編
の
詩
を
織
り
込
ん
だ
新
作

講
談
〜
」
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
２
７
０
名

以
上
の
聴
衆
が
来
場
し
、
春
水
さ
ん
の
声
優
と
し
て
の
豊
か
な
経

験
談
と
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
講
談
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
、
地
元
産
つ
や
姫
の
お
に
ぎ
り

や
、
す
も
も
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
試
食
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は

商工会女性部によるふろしき講習会作品展示コーナー

包丁研ぎコーナー。毎年常連の
お客さんが増え大忙し。

一龍齋春水さん。講演に熱が
こもりました。講演会では大ホールが満員になりました。「すももソフトクリーム美味しそう」

思
い
思
い
に
各
コ
ー

ナ
ー
を
め
ぐ
り
、
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
躍
す
る
町
内
の

女
性
の
力
に
よ
り
、

見
所
い
っ
ぱ
い
の
お

ま
つ
り
と
な
り
ま
し

た
。
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3 月の休館日：3 月 28 日(月) 

☎023-674-0575 

 出品者募集！ 

町内の団体・個人の方からの出品を 

お待ちしております。 

広
　
告

を応援しよう!!東北楽天ゴールデンイーグルス
　今シーズンの試合開催日程が決まりましたのでお知らせします。
　東北楽天ゴールデンイーグルスは、２回の優勝経験を持つ名将梨田新監
督体制で、２０１６シーズンが始動します。
　今シーズンは県内での開催が１０試合。内、荘内銀行・日新製薬スタジ
アムやまがた（県野球場）は、「一軍戦」「イースタン・リーグ」合わせて
６試合 !! 中山町での一軍戦は、新小学１年生無料ご招待 !! 中山町と天童
でのイースタン・リーグ公式戦は、小中学生・高校生無料です。
　中山町全体で、全力で応援していきましょう。
　イベントも開催します。ご家族お誘い合わせのうえ応援にお越しください。

� 東北楽天ゴールデンイーグルス中山町支援本部
� 本部長　佐　藤　俊　晴試 合 日 程

【 荘内銀行・日新製薬スタジアムやまがた 】

【 荘内銀行・日新製薬スタジアムやまがた 】

【 天童市スポーツセンター野球場 】

７月　５日（火）　１８：００試合開始 VS　北海道日本ハムファイターズ

４月２３日（土）　１３：００試合開始 VS　北海道日本ハムファイターズ　
４月２４日（日）　１３：００試合開始 VS　北海道日本ハムファイターズ　
５月２９日（日）　１３：３０試合開始 VS　千葉ロッテマリーンズ　
７月 １日（金）　１８：００試合開始 VS　千葉ロッテマリーンズ　
７月 ２日（土）　１８：００試合開始 VS　千葉ロッテマリーンズ

６月１１日（土）　１３：００試合開始 VS　東京ヤクルトスワローズ　
６月１２日（日）　１３：００試合開始 VS　東京ヤクルトスワローズ　
７月 ３日（日）　１３：３０試合開始 VS　千葉ロッテマリーンズ

一 軍 戦

イースタン・リーグ

中山町にちなんだカルタで、町への理解を深めました。

　２月７日、中山町青少年育成町民会議主催・子ども会育成会主管の「第２９回な
かやま雪中カルタ大会」が町民グラウンドで開催され、町内の１４の分団から小学
生と保護者合わせて５７３名が参加し、分団対抗で獲得した札の数を競い合いました。
　この大会は、町の歴史や伝統行事にちなんだカルタを通して、子どもたちにふ
るさと中山町をよく理解し、愛する心を育んでもらおうと毎年実施されています。
　読み手によって札が読み上げられると、参加者はいっせいに走り出し、雪の上
に並べられた絵札を目指しました。中には、絵札に気付かず通り過ぎてしまったり、
雪に足をとられて転んでしまう児童もいましたが、「雪の上だから転んでも痛くない」
と元気に会場を駆け回っていました。
　大会に毎年参加しているという森谷佑

ゆ い
衣ちゃん（豊田小５年）は、「今年は札

が取れて嬉しかった。読み手の声をよく聞いて、どんな絵札か考えながら走った

Ａブロック Ｂブロック Ｃブロック
１位 あおば 桜　町 小　塩

２位 柳　沢 岡 １分団

３位 ５・６分団 ３分団 梅ヶ枝町

敢闘賞 ２分団 土　橋 金　沢

敢闘賞 いずみ ４分団

【競技結果】

三軒屋 土器がたくさん 『物見台』さ
九左ェ門家 昔をしのぶ 大庄屋く
爛漫と咲いた 『お達磨の桜』 五百年ら

雪中カルタで冬を満喫！

から早く見付けられた」と嬉
しそうに話していました。
　競技終了後は、ボランティ
アあさひの皆さんから温かい
玉こんにゃくが振舞われ、参
加者は冷えた体を温めていま
した。
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町
議
会
行
政
視
察
研
修
報
告
　
１
月
２１
日
か
ら
２２
日
の
２
日
間
、
町
議
会
の
総
務
文
教
お
よ

び
厚
生
産
業
常
任
委
員
会
に
よ
る
行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

▼
栃
木
県
那な

珂か

川が
わ

町

　

�

（
定
住
化
支
援
促
進
制
度
）　

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

�

副
委
員
長　
佐
東
幸
治

　
世
界
で
も
例
を
見
な
い
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
進
む
日
本
。
人
口
問
題

の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
報
告
で
全
国
の
８

９
６
の
自
治
体
が
、
人
口
減
少
に
よ
っ

て
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
山
町
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
何
度
も
語
ら
れ
て
き
た
人

口
減
少
問
題
で
す
が
、
打
つ
手
は
な
い

の
か
、
ど
う
す
れ
ば
回
避
で
き
る
の
か

な
ど
、
他
の
地
方
自
治
体
の
取
り
組
み

を
視
察
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

◆�
栃
木
県
那
珂
川
町
の
概
要

　
那
珂
川
町
は
、
平
成
１７
年
馬
頭
町
と

小
川
町
が
合
併
し
、
人
口
１
万
７
８
４

２
人（
過
疎
地
域
指
定
を
受
け
て
い
る
）

で
栃
木
県
東
北
東
に
位
置
し
ま
す
。
産

業
は
農
業
・
工
業
・
商
業
で
、
観
光
は

馬
頭
温
泉
郷
の
温
泉
・
ゴ
ル
フ
場
・

キ
ャ
ン
プ
施
設
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
資
源
を
有
す
る
。

◆�

那
珂
川
町
定
住
促
進
住
宅
用
地
貸
付

事
業

　
「
農
あ
る
田
舎
暮
ら
し
高
手
の
里
」

と
銘
打
っ
て
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域

の
過
疎
化
解
消
を
目
的
と
し
た
定
住
対

策
事
業
で
、
町
有
地
（
約
１
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
を
１０
区
画
に
整
備
し
、
１
区

画
１
５
０
坪
を
住
宅
用
地
と
し
て
２０
年

間
無
償
で
貸
与
す
る
。

◇
募
集
条
件

　
①
町
外
に
住
所
を
有
す
る
概
ね
６５
歳

以
下
の
方
で
１
世
帯
２
人
以
上
居
住
す

る
こ
と
。
②
定
住
す
る
方
で
、
自
費
で

住
宅
建
設
す
る
方
。
③
建
築
基
準
に
従

い
近
隣
景
観
を
損
な
わ
な
い
。
④
住
宅

建
築
は
町
内
建
設
業
者
を
利
用
す
る
こ

と
。
⑤
契
約
後
１
年
以
内
に
居
住
す
る

こ
と
。
⑥
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
。

⑦
行
政
区
及
び
地
元
自
治
会
に
加
入
す

る
こ
と
。
⑧
地
域
と
の
積
極
的
な
交
流

を
図
る
こ
と
。

◇
優
遇
措
置

①
町
有
地
を
２０
年
間
無
償
で
貸
与

②
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付（
３
年
間
）

③
町
木
材
需
要
拡
大
事
業
補
助
金
の
交
付

④
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
の
交
付

　
以
上
の
よ
う
な
条
件
設
定
と
優
遇
措

置
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
視
察
で

は
、「
高
手
の
里
」の
現
地
視
察
も
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
在
２
世
帯
が
居

住
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
初
公
開
時
は

５０
組
１
０
０
名
を
超
え
る
方
が
見
学
に

訪
れ
た
そ
う
で
す
が
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
影
響
も
あ
り
契
約
に
は
至
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
自
然
豊
か
な
環
境

の
中
、
１
区
画
１
５
０
坪
の
広
い
敷
地

で
定
年
退
職
後
の
ん
び
り
暮
ら
す
に
は

最
適
で
し
ょ
う
が
、
地
理
的
に
中
山
間

部
に
位
置
し
、
中
心
市
街
地
ま
で
車
で

１０
分
、
最
寄
り
駅
ま
で
は
車
で
３０
分
程

掛
か
り
不
便
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
降
雪
も
少
な
く
温
暖
な
気
候
で
も
人

口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
雪
国
山
形
に
都
市
部
か
ら
移
り
住

み
定
住
を
図
る
こ
と
は
困
難
に
感
じ
ま

す
。で
き
る
限
り
中
山
町
・
山
形
で
育
っ

た
若
者
が
住
み
続
け
た
く
な
る
よ
う
な

政
策
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
や
は
り
住
民
主
体
の
「
住

み
や
す
さ
」、「
子
育
て
の
し
や
す
さ
」、

地
域
愛
を
育
む
「
町
独
自
の
教
育
」、

そ
し
て
「
仕
事
と
生
き
が
い
の
創
出
」

が
求
め
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
、

仕
事
が
あ
れ
ば
地
方
に
戻
り
た
い
と
い

う
若
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
町
全
体
で

総
合
的
に
具
体
的
な
政
策
立
案
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
必
要
性
を
実
感
し
ま

し
た
。

 

▼
福
島
県
川
俣
町

�

（
保
育
園
の
民
営
化
）　

　
厚
生
産
業
常
任
委
員
会

�

副
委
員
長　
村
山　
隆

　
川
俣
町
は
、
阿
武
隈
山
地
西
斜
面
の

丘
陵
地
帯
の
中
、
伊
達
郡
南
部
に
位
置

し
福
島
市
の
東
南
２２
キ
ロ
、
北
は
伊
達

市
、
南
は
二
本
松
市
に
接
し
県
都
周
辺

の
地
区
拠
点
と
し
て
存
立
し
ま
す
。
古

く
か
ら
絹
織
物
の
産
地
と
し
て
栄
え
、

県
都
と
太
平
洋
沿
岸
を
結
ぶ
交
通
の
要

港
と
し
て
産
業
・
文
化
の
集
積
が
み
ら

れ
ま
す
。
人
口
は
１
万
４
０
０
０
人
で

す
が
、
町
の
予
算
は
２
０
０
億
円
ほ
ど

で
、
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
予

算
に
係
る
除
染
対
策
事
業
や
震
災
で
倒

壊
し
た
役
場
庁
舎
の
建
設
事
業
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
為
、予
算
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
２０
年
で
人
口
が
２
割

以
上
減
少
す
る
な
ど
、
少
子
高
齢
化
が

急
激
に
進
む
中
、
県
都
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
子
育
て
事
業
に
重
点
を
置
い

て
い
る
と
こ
ろ
は
中
山
町
と
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
今
回
の
視
察
の
要
点
で
あ
る

「
保
育
園
の
民
営
化
」
に
つ
い
て
川
俣

町
に
お
け
る
取
組
を
見
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
２０
年
７
月
、「
川
俣
町
幼
児
保

育
検
討
委
員
会
」
を
設
置

○�

公
設
民
営
化
を
含
め
望
ま
し
い
施
設

運
営
・
管
理
の
在
り
方

○�

保
育
園
・
幼
稚
園
の
区
別
な
く
全
て

の
幼
児
が
入
園
で
き
る
「
新
た
な
幼

保
一
体
型
保
育
施
設
の
設
置
」

の
２
点
に
つ
い
て
検
討
を
依
頼
、
以
後

１
年
半
の
間
に
９
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
平
成
２２
年
３
月
に
「
運
営
に
つ
い

て
は
民
営
化
が
望
ま
し
い
」
と
の
答
申

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
２２

年
７
月
に
「
す
み
よ
し
保
育
園
業
務
委

託
推
進
委
員
会
」
を
組
織
、
保
育
園
業

務
委
託
内
容
の
詳
細
、
委
託
先
等
に
つ

い
て
検
討
（
３
回
開
催
）、
そ
れ
を
基

に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
事
業
者

の
公
募
を
行
い
、
翌
平
成
２３
年
４
月
よ

り
、
川
俣
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
、
保
育
業
務
運
営
を
開
始
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
の
設
置
か
ら
業
務
委
託

開
始
ま
で
２
年
半
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
変
革
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、

保
育
園
の
所
管
を
平
成
２１
年
か
ら
保
健

福
祉
課
か
ら
教
育
委
員
会
の
中
の
子
ど

も
教
育
課
子
育
て
支
援
係
に
移
し
、
保

育
園
・
幼
稚
園
を
一
体
化
し
て
考
え
ら

れ
た
こ
と
、
ま
た
受
け
入
れ
側
の
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
務
局
長
に
、
前
の
保

健
福
祉
課
長
を
充
て
る
こ
と
で
、
業
務

内
容
等
の
把
握
及
び
移
行
が
ス
ム
ー
ズ

那珂川町での視察研修の様子

川俣町役場前にて

に
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

民
営
化
移
行
後
約
４
年
が
経
過
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
効
果
と
し
て
は
財
政
的

に
毎
年
１
３
０
０
万
円
～
２
８
０
０
万

円
ほ
ど
の
縮
減
が
図
れ
た
こ
と
、
ま
た

課
題
で
あ
っ
た
保
育
士
の
確
保
に
つ
い

て
も
、
正
職
員
を
１５
名
、
臨
時
職
員
を

１０
名
と
し
て
安
定
的
な
確
保
に
目
処
が

付
い
た
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
そ
の
上
で
今
後
の

課
題
は
、
現
在
５
か

所
あ
る
町
営
の
幼
稚

園
と
民
営
化
さ
れ
た

保
育
園
の
一
体
的
な

充
実
を
ど
う
図
る
か

と
い
う
こ
と
で
し

た
。
川
俣
町
長
は
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
今

後
も
町
営
で
行
く

と
明
言
し
て
い
ま
す

が
、
と
も
あ
れ
認
定

子
ど
も
園
の
設
置
等

も
視
野
に
入
れ
検
討

し
た
い
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
平

成
２８
年
度
か
ら
子
育

て
支
援
係
を
、
子
育

て
支
援
課
に
格
上
げ

し
、
子
育
て
支
援
施

策
の
充
実
を
図
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
さ
て
、
中
山
町
に
お
い
て
も
、「
民

営
化
」の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
中
、

保
育
園
運
営
を
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め

て
い
く
の
か
、
町
と
し
て
も
正
念
場
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
は
そ

う
い
う
意
味
か
ら
も
大
変
有
意
義
な
研

修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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２０１5
平
成
２７
年

№７２９
6

中山町高齢者福祉計画・
第６期介護保険事業計画について　Ｐ2～3
創業支援事業計画について　　　　Ｐ4～5
お知らせ版　　　　　　　　　　　Ｐ12～19

健
や
か
に
育
ち
ま
す
よ
う
に

今月の主な内容

■配布物
　「モンテディオ山形・中山町応援デー」チラシ
　中山町社会福祉協議会だより

　借金・離婚・遺言書作成・相続・建築
瑕疵・会社経営（顧問・社外役員）など、
法律問題の相談をお受けしています。
　相談料：３０分　５，０００円
※�収入等の条件により無料相談ができま
す（個人の方）。 　１月１３日、青木邦明さん（山形市船町）

より、中山町の文化、教育に役立ててほし
いと、中山中学校デザインパネル原画作品
（四季彩彩）を寄附していただきました。

山形市旅篭町三丁目５番３０号
酒井ビル２階（☎６６４−３５８７）
ホームページ：http://kogi-law.jp

山形県弁護士会
所属　弁護士

古城博道法律事務所
寄附ありがとうございます

古
こ
城
ぎ
博
ひろ
道
みち

　
長
崎
の
石
沢
太
惣
治
家
に
は
、

多
く
の
「
萬
よ
ろ
ず

覚お
ぼ
え

帳ち
ょ
う」

や
「
諸し
ょ

色し
き

附つ
け

込こ
み

帳ち
ょ
う」

が
あ
っ
て
、
朝
夕
の
記

帳
の
折
々
に
、
商
人
や
来
客
が
語

る
様
々
な
話
の
内
容
が
書
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
文
化
文
政
期
か
ら

明
治
、
昭
和
期
に
至
る
ま
で
夥
お
び
た
だし

い
数
で
あ
り
ま
す
が
、
メ
モ
書
き

や
冊
子
と
な
っ
た
帳
面
に
は
民
間

医
療
の
技
術
、信
仰
祈
祷
、占
い
、

ま
じ
な
い
な
ど
を
含
め
て
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
沢
家
に
残
る
病
気
治

療
法
の
書
留
記
録
を
み
る
と
日
常

頻ひ
ん
発ぱ
つ
す
る
病
気
の
ほ
と
ん
ど
を
網

羅
し
て
お
り
、
治
療
費
に
不ふ

如に
ょ

意い

な
住
民
の
相
談
役
と
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
記
録
に
よ
る
と
医
療
水
準
も
低

劣
な
も
の
で
な
く
、
特
に
軟
膏
、

塗
り
薬
で
は
卓
越
し
た
調
合
も
見

ら
れ
ま
す
が
、
大
方
は
薬
用
植
物

及
び
若
干
の
動
物
、
鉱
物
薬
品
を

用
い
長
い
間
言
い
伝
え
ら
れ
伝
承

実
証
さ
れ
た
薬
種
を
組
み
合
わ
せ

て
実
用
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
特
に
注
目
す
べ
き

こ
と
は
、
病
気
の
名
称
（
分
類
）、

負
傷
の
程
度
の
分
類
が
随
分
と
進

ん
で
い
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す
。

　
例
え
ば
、皮
膚
病
に
つ
い
て
は
、

皮
膚
の
化
膿
や
微
生
物
の
感
染
で

発
症
す
る「
ひ
ぜ
ん
」「
疥か
い
癬せ
ん
」「
つ

つ
が
む
し
病
」「
た
む
し
」「
水
草
」

「
雪
焼
け
」
な
ど
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
更
に
、「
口
内
炎
」「
火

傷
」、
外
傷
性
の
「
目
突
き
（
草

の
葉
や
穂
で
目
を
突
い
た
傷
）」

「
金か
な

釘く
ぎ

の
刺
し
傷
」「
打
身
」「
咬こ
う

傷し
ょ
う（
か
み
傷
）」
な
ど
の
記
録
は

日
常
生
活
で
遭
遇
す
る
ほ
と
ん
ど

の
疾
病
を
実
に
詳
し
く
分
類
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
内
科
の
領
域
で
は
、
最

も
多
い
の
が
「
中
風
」「
産
前
産

後
の
栄
養
」「
子
ど
も
の
疳か
ん

（
栄

養
障
害
）」「
魚
に
よ
る
食
中
毒
」

な
ど
の
記
録
で
す
。

【
用
語
の
解
説
】

萬よ
ろ
ず

覚お
ぼ
え

帳ち
ょ
う
：
江
戸
時
代
の
商
家

で
作
成
さ
れ
た
帳
簿

諸し
ょ

色し
き

附つ
け

込こ
み

帳ち
ょ
う

：
米
を
除
い
た
日

常
品
の
価
格
を
記
載
し
た
帳
簿

不ふ

如に
ょ
意い

：
経
済
状
態
が
苦
し
い
こ

と※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
４
節　
疫
病
の
流
行

第10８話　石沢家の萬覚帳

今から７１年前…
１９４５年（昭和２０年）

『豊田小学校岩谷分校』の設置

Time Slip
vol.2８

　
昭
和
２０
年
１２
月
、
冬
の
間
通
学
が
困
難
に

な
る
岩
谷
地
区
の
児
童
の
た
め
、「
豊
田
小

学
校
岩
谷
分
校
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
岩

谷
地
区
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
う
豊
田
小
学

校
か
ら
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、

山
あ
い
に
位
置
す
る
た
め
平
地
よ
り
も
雪
が

多
く
、
真
冬
に
は
積
雪
量
が
３
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
豊
田
小
学
校
岩
谷
分
校
は
毎
年
１２
月
に
開

校
さ
れ
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
３
月
末
ま

で
の
４
か
月
間
、
本
校
の
友
人
た
ち
に
別
れ

を
告
げ
て
“
冬
ご
も
り
”
に
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
１
名
も
児
童
と
と
も
に
分
校
に

移
り
、
岩
谷
地
区
の
児
童
の

た
め
に
教
壇
に
立
っ
て
い
ま

し
た
。

　
昭
和
３０
年
後
半
ま
で
は
３０

前
後
の
世
帯
数
を
維
持
し
て

い
た
岩
谷
地
区
で
す
が
、
新

た
な
生
活
の
拠
点
を
求
め
て

住
民
が
徐
々
に
地
区
を
去
っ

て
い
っ
た
た
め
、
昭
和
４４
年

に
は
世
帯
数
は
約
半
数
の
１７

戸
に
ま
で
減
少
。
当
時
ま
だ

岩
谷
地
区
に
残
っ
て
い
た
住

民
た
ち
も
、「
生
活
に
不
便

な
山
を
降
り
、
す
ぐ
に
で
も

平
坦
地
に
移
転
し
た
い
」
と

下
山
を
希
望
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

『広報なかやま』２年連続の入賞！
県広報コンクールで第３席を獲得しました
　山形県広報協会主催の「平成２７年度山形県市町村広報コンクール」
において、『広報なかやま』平成２７年６月号の表紙が１枚写真の部で
第３席に選ばれ、入賞を果たしました。平成２６年度は、同コンクール
で広報紙町村の部・１枚写真の部でそれぞれ入賞しており、２年連続
の入賞となりました。
　充実した広報づくりには、町民の皆さまのご理解・ご協力が不可欠
です。今後も読みやすい紙面づくりに努めますので、ご協力をよろし
くお願いいたします。

第
８
回
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
イ
ベ
ン
ト

入　

選

準
入
選

『
第
３
回
芋
煮
会
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
』

�

入
選
作
品
発
表

　
１０
月
に
開
催
し
た
「
第
８
回
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
」
の
一
環
と
し
て
、
開

催
し
て
い
る
「
芋
煮
会
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
北
海
道
か
ら
熊
本
県
ま
で
２

２
２
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
実
行
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、次
の
５
句
が
入
選
、

２
句
が
準
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

芋
煮
え
て
　
湯
気
の
向
こ
う
は
　
山
紅
葉�

カ
ジ

声
か
け
て
　
愛
情
か
け
る
　
隠
し
味�
り
お
の
ば
ー
ば

大
鍋
を
　
囲
む
笑
顔
の
　
芋
煮
会�

実
も
心
も
ぽ
か
ぽ
か

秋
の
宴
　
芋
の
取
り
持
つ
　
人
の
縁�

孤
高

子
も
我
も
　
取
り
合
い
笑
う
　
芋
煮
会�

な
や
な

秋
が
き
て
　
芋
煮
の
香
り
が
　
街
包
む�

芋
煮
好
き
男

青
い
空
　
芋
煮
で
笑
顔
の
　
花
開
く�

渡
辺
　
司

　
こ
う
し
て
、
や
が
て
分
校
に
通
う
児
童
は
い
な
く
な
り
、
岩
谷
地
区
の
子
ど

も
た
ち
の
学
び
の
場
で
あ
っ
た
岩
谷
分
校
は
、
昭
和
５０
年
４
月
を
も
っ
て
廃
校

と
な
り
ま
し
た
。
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皆さんの身近な情報や写真を
お寄せください

総務企画課情報防災グループまで
電話662−4899

まちのホットなニュースをお届けします！

TOPICSひまわり広場

人　口　11,713人（前月比−16人）

　　　　　　（男5,710人、女6,003人）

世帯数　3,610世帯（前月比−３世帯）
　　　人の動き　出生９人　転入７人

　　　（２月届出分）　死亡13人　転出19人

（２月末現在）
まちの人口

賑わいました「だんご木」市！

柳沢「雪まつり」で地域交流

　２月２１日、役場前の上町通りで町観光協会が主
催するだんご木市が開催されました。
　主役のカラフルなだんご木のほか、農産物、植

　２月２６日、柳沢集落センターを会場に同地区の
雪まつりが開催されました。このイベントは同地
区で初めて開催されたもので、地域の役員が中心
となり、幅広い年代の方が一堂に顔を合わせ、ふ
れあいづくりを目的に行われました。
　会場の集落センター前では、子どもや青年会が
中心となって作った雪だるまや雪灯篭などが来場
者を出迎えました。また、会場内では豚汁や甘酒、
漬物などが振舞われました。そのほか、地区役員
の方々のお話しやカラオケ大会等、様々な企画が
用意され、参加者どうし親睦を図りました。

東京中山会ふるさとの集い
　首都圏を中心に中山町出身者で組織す
る東京中山会（石澤良弘会長）の「ふる
さとの集い」が２月２８日、東京都荒川区
のホテルラングウッドで開催されました。
　町からは佐藤町長、斎藤議長ほか１１名
が参加。また、会場の入り口では漬物な
どの加工品、すももワイン、地酒「ひま
わり娘」などが販売され、参加者はふる
さとの味を買い求めていました。
　会場に集まった約１３０名の会員の皆さ
んは、酒を酌み交わしながら故郷である
中山町をしのび、懐かしそうに語り合っ
ていました。

脳力アップ教室　開催中松島かきまつり
山形芋煮　好評！

　元気な高齢者を対象に、町では脳力アップ教
室を開催しています。教室には１２名が参加、認
知症の予防に効果的な脳のトレーニングや軽体
操、講話などを行っています。講師を務めるの
は、町で依頼している健康運動指導士の方で、
楽しく分かりやすく指導してくれます。今年は
２月から３月まで全６回１コースで行っていま
す。

　２月７日、「第３８回松島かき祭り」が宮城県
松島町で開催され、当町観光協会が出店、芋煮
と町特産品の販売を行いました。
　会場には旬のかきや各地の特産物を目当てに
多くの方が集まり、大変な賑わいをみせていま
した。当日は気温が低く、中山町のあたたかい
芋煮は売り切れてしまうほどの人気でした。

あったかい豚汁の振舞いに舌鼓

ミニだんご木作り体験
大人気のバルーンアート
プレゼント

木、焼きそば、綿菓子などを売る店が立ち並び、買い物客で賑わいました。お楽しみ抽選会や村山お祭り商
業協議会によるまつり振舞い鍋、甘酒の振舞い、ミニだんご木作り体験、バルーンアートプレゼントなど催

しも充実しており、訪れた人たちは市を満喫していま
した。
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　心身に障がいをお持ちの方の積極的な社会参加と生活圏の拡大を進めるため、福祉給油券
および福祉タクシー利用券を交付します。交付はいずれか一方となります。

※お問い合わせ先　健康福祉課福祉Ｇ　☎６６２ -２６７３

次の各要件に該当する方
Ⅰ．　町内に住所があり、実際に住所地で生活している方
Ⅱ．下記のいずれかを所持している方（②のみに該当する方は、福祉タク
　　シー利用券のみ申請できます）

①身体障害者手帳所持者
　視覚障害：１～４級　　　 聴覚障害：２・３級
　上　　肢：１～４級　　　 下　　肢：１～５級
　体　　幹：１・２・３・５級　内部障害：１・３・４級
②療育手帳所持者でＡランクの方
③精神障害者保健福祉手帳所持者で１～３級の方

Ⅲ．福祉給油券については、対象者本人が運転可能で、自動車検査証の
　　「所有者」「使用者」本人名義の車がある方

印鑑、上記の手帳印かん、運転免許証、車検証、身体障害
者手帳または精神障害者保健福祉手帳

●３月29日（火）午前９時～正午…役場103会議室
●３月30日（水）午前９時～正午…保健福祉センター検診ホール
※４月１日以降も次の窓口で申請できます。
　福祉給油券…保健福祉センター
　福祉タクシー利用券…役場総合窓口または保健福祉センター

「身体障がい者自動車福祉給油券」・「福祉タクシー利用券」
交付のお知らせ

「身体障がい者自動車福祉給油券」・「福祉タクシー利用券」
交付のお知らせ

申請日時・場所

持ち物

対象者

福祉給油券 福祉タクシー利用券

国民健康保険の加入 ・    脱退、
㊫保険証の手続きをお忘れなく！

国民健康保険に加入するとき
●退職等によってご加入の医療保険を脱退したとき（切れ目なく他の
　医療保険に加入した場合を除く）
●前住所地で市町村の国保に加入していた方が中山町へ転入したとき

〔届出に必要なもの〕
　・社会保険資格喪失連絡票（退職した事業所で発行）
　・世帯主の印かん
　※60歳未満の方は、併せて国民年金加入手続きを行いますので、年
　　金手帳もお持ちください。
国民健康保険から脱退するとき
●就職やご家族の被扶養者になるなどして勤務先から医療保険証の交
　付を受けたとき
●町から転出するとき（下記「㊫保険証の手続き」もご確認ください）

〔届出に必要なもの〕
　・新たに発行された医療保険証（全員分）
　・国保の保険証（脱退する方全員分）
　・世帯主の印かん
　※国保加入者が75歳になり、後期高齢者医療に加入した場合は国保
　　脱退の届出は必要ありません。

㊫保険証の手続き
　大学等修学のために国保加入者である家族と住所地を別にする方は、
特例で中山町の国保に加入することになります。㊫保険証を交付しま
すので、届出を行ってください。また、現在㊫保険証をお持ちの方も、
更新あるいは非該当の届出が必要です。
●新たに学生として町外に住所を移転する場合（㊫該当届）
●進級等により４月以降も引き続き在学中の場合（㊫該当届）
●卒業した場合（㊫非該当届）

〔届出に必要なもの〕
　・在学証明書または学生証の写し（非該当届出時は不要）
　・国保の保険証　・町内世帯主の印かん
　※対象者の現住所および在学する学校の名称・所在地を控えてきて
　　ください。
※届出・お問い合わせ先  

住民税務課住民Ｇ（役場１階③番窓口）  ☎６６２-２１１３

～春は異動の季節です～

☆国民健康保険（国保）の加入・脱退届出は、異動のあった日
　から14日以内にお願いします。
☆届出にはマイナンバー（個人番号）の記載および本人確認が
　必要なため、マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カー
　ドと運転免許証等の本人確認書類をお持ちください。

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

№1253

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ
（
中
央
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
６
６
２
‐
５
４
８
４

●
対
象　
中
山
町
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、

か
つ
、
中
山
町
立
の
小
中
学
校
に
在
学
し

て
い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
等
で
、
生
活

保
護
を
受
給
中
の
方
ま
た
は
、
生
活
保
護

に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
方

●
援
助
さ
れ
る
も
の　
学
用
品
費
、
通
学
用

品
費
、
校
外
活
動
費
、
新
入
学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
、
通
学
費
、
医
療
費
、
給
食

費
、
そ
の
他
就
学
に
係
る
経
費
等

●
申
請
方
法　
３
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
関

係
書
類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
町
内
の
小
中
学
校
、
中
央
公

民
館
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

事
務
所
を
移
転
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
４
月
１
日
付
け
で
移
転
し
ま
す
。

●
移
転
先　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
「
高

齢
者
生
き
が
い
ル
ー
ム
」　
※
お
身
体
の

不
自
由
な
方
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
可
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　
６
６
２
‐
５
３
４
５　
※
電
話

番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

狂
犬
病
予
防
接
種
を
お
忘
れ
な
く

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ☎

６
６
２
‐
２
１
１
３

●
期
日　
４
月
10
日（
日
）

●
場
所　
▼
役
場
西
側
駐
車
場
…
午
前
９
時

　
30
分
～
10
時
30
分　
▼
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
…
午
前
11
時
～
11
時
30
分　

▼
す

ぱ
ー
く
中
山
駐
車
場（
総
合
体
育
館
南
側

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）…
午
後
1
時
～

１
時
30
分

●
接
種
費
用　

３
２
０
０
円（
新
し
く
犬
を

飼
い
始
め
た
方
は
、新
規
登
録
料
と
し
て

別
途
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

●
持
ち
物　

案
内
ハ
ガ
キ（
犬
の
登
録
を
し

て
い
る
方
に
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
）

※
犬
が
暴
れ
た
場
合
に
お
さ
え
ら
れ
る
方
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。当
日
会
場
で
接
種
が

受
け
ら
れ
な
い
方
は
、６
月
末
ま
で
に
動

物
病
院
で
必
ず
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。狂
犬
病
予
防
接
種
は
、す
べ
て
１

頭
１
針
で
行
っ
て
お
り
、複
数
の
犬
に
同

じ
針
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他　
▼
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
飼
主

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、役
場
に
届
出
が
必

要
で
す
。▼
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
必
ず

村
山
保
健
所（
☎
６
２
７
‐
１
１
８
７
）に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、万
が
一
の

場
合
に
備
え
、鑑
札
は
必
ず
首
輪
に
着
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

勤労文化センター

　４月１日より、勤労文化センターの鍵は中央公
民館で管理します。利用される方は中央公民館で
鍵を受領し、使用後に返却してください。
 貸出・返却受付時間：午前８時50分～午後10時

鍵の貸出方法が変わります

※お問い合わせ先
　教育課生涯学習Ｇ　☎６６２－２２３５

福
祉
灯
油
購
入
費
の
申
請　

期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
町
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
生
活
支
援
対
策

と
し
て
、
冬
期
間
の
灯
油
購
入
費
を
助
成
し

ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
町
か
ら

申
請
書
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
が
、
届
い
て

い
な
い
場
合
で
も
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
詳
細
は
２
月
１
日
号

お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

◆
申
請
締
切　
３
月
18
日
（
金
）

15 14

お知らせ版

28.3.15 28.3.15



平成28年度 臨時保育士、代替臨時保育士等募集

・月曜日～金曜日
　午前８:30 ～午後５:15
・土曜日（交代勤務）
　午前８:30 ～午後５:15
※早朝および延長保育のため交代勤
　務があります。
　（実働時間７時間45分／日）

雇用期間雇用業務
募
集
人
数

賃　金勤務日時および内容    応募要件
（町外在住者も可）

若
干
名

代替臨時
保育士

臨時保育士

・月曜日～金曜日
　午前８:30 ～午後５:15
・土曜日(交代勤務）
　午前８:30 ～午後５:15
※早朝および延長保育のため交代勤
　務があります。
　（実働時間７時間45分／日）

保育士資格を
有する方（資
格取得見込み
の方を含む）。

●応募方法　申込用紙または履歴書に必要事項を記入し、健康福祉課子育て支援Ｇに提出してく
　　　　　　ださい。申込用紙はなかやま保育園、保健福祉センターに準備してあるほか、町公
　　　　　　式ホームページからダウンロードすることもできます。
●受付期間　随時　※ただし、土・日曜日を除く
●面　　接　日程は応募者に通知します。
●結果通知　本人に郵送で通知します。
  ※お問い合わせ先　
    町立なかやま保育園　☎６６２－２２１０／健康福祉課子育て支援Ｇ　☎６６２－２７０５

平成28年
　４月１日
　　～
平成29年
　３月31日

〃

平成28年度適用の町臨
時職員日額によります。
日額：7,750円
　　～9,300円（予定）
時給：1,000円
　　～1,200円（予定）

平成28年度適用の町
臨時職員日額により
ます。
時給800円（予定）

保育士資格を
有することが
望ましいが、
無くとも可。

町立なかやま保育園

保育補助
（フルタイム）

保育補助
（パート）

若
干
名

若
干
名

若
干
名

〃

〃

※勤務日数・時間および
時間帯は相談に応じます。

不問

・月曜日～金曜日
　午前８:30 ～午後５:15
※園長から命じられた日および時間の勤
　務であり、常時雇用ではありません。
※上記の時間のほか、早朝および延
　長保育勤務となる場合もあります。

・保育園開園時間（午前７:30 ～
　午後７:00）の１日４時間程度
※勤務日数・時間は相談に応じます。平成28年度適用の町臨

時職員日額によります。
資格有：時給1,000円
　　　　　　　　　（予定）
資格無：時給800円
　　　　　　 　（予定）

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

　
町
の
広
報
（
広
報
な
か
や
ま
、
お
知
ら
せ

版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
広
報
委
員
会

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　
若
干
名

●
応
募
資
格　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
方

●
任
期　
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年

３
月
31
日

●
委
員
会
開
催　
任
期
中
に
２
回
程
度
（
平

日
の
日
中
の
時
間
帯
）

●
報
酬　

会
議
に
１
回
出
席
す
る
ご
と
に

３
６
０
０
円

●
応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
・
応
募
用

紙
は
総
務
企
画
課
情
報
防
災
Ｇ
で
配
付
し

て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
間　

３
月
16
日
（
水
）
～
25
日

（
金
）

●
選
考
方
法　
原
則
と
し
て
書
類
選
考
と
し
、

必
要
に
応
じ
て
面
接
等
を
行
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
委
員
を　
　

募
集
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
企
画
課
情
報
防
災
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

ひまわり温泉ゆ・ら・ら

　４月１日より、営業時間が下記の通り変更に
なります。
●開館時間　午前６時
●閉館時間　午後10時（受付終了：午後９時）
☆皆様のご利用をお待ちしております。

営業時間変更のお知らせ

町
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

※
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ☎

６
６
２
‐
２
１
１
３

●
募
集
人
員　
各
１
名

●
雇
用
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
休
日
）

●
応
募
方
法　
「
中
山
町
臨
時
職
員
申
込
書

兼
履
歴
書
」
に
必
要
事
項
と
申
し
込
む
職

種
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。
申
込
書
は
役
場
１
階
総
合
窓
口

に
準
備
し
て
あ
る
ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
切　
３
月
25
日（
金
）
必
着（
土・

日
曜
日
、
祝
日
は
閉
庁
）

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

●
そ
の
他　
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
消
費
生
活
相
談
員
】

●
業
務
内
容　
消
費
生
活
相
談
業
務
・
役
場

総
合
窓
口
業
務
補
助

●
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

●
勤
務
場
所　
役
場
１
階
総
合
窓
口

●
賃
金　
日
額
５
６
０
０
円
（
通
勤
費
別
途

支
給
）

●
応
募
資
格　
▼
中
山
町
に
住
所
が
あ
り
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
取
得
し
て
い

る
方　
▼
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
等
）
が
で
き
る
方　
▼
心
身
と
も

に
健
全
で
、
働
く
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
方

【
医
療
事
務
補
助
員
】

●
業
務
内
容　
医
療
事
務
補
助
・
窓
口
業
務

（
医
療
事
務
資
格
や
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

●
勤
務
場
所　
役
場
１
階
国
民
健
康
保
険
窓

口
●
賃
金　
日
額
５
６
０
０
円
（
通
勤
費
別
途

支
給
）

●
応
募
資
格　
▼
中
山
町
に
住
所
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

等
）
が
で
き
る
方　
▼
心
身
と
も
に
健
全

で
、
働
く
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
方

町
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

※
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ☎

６
６
２
‐
２
１
１
３

【
国
民
健
康
保
険
税
等
嘱
託
徴
収
員
】

●
業
務
内
容　

中
山
町
国
民
健
康
保
険
税

（
町
税
を
含
む
）
の
家
庭
巡
回
訪
問
徴
収

業
務

●
募
集
人
員　
１
名

●
雇
用
期
間　
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日

●
勤
務
時
間　
１
週
24
時
間
以
上
勤
務
の
非

常
勤（
土・日
曜
日
、祝
日
、夜
間
を
含
む
）

●
賃
金　
月
額
１３
万
９
０
０
０
円

●
応
募
資
格　
▼
中
山
町
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
年
齢
20
歳
以

上
の
方　
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を

取
得
し
て
い
る
方　
▼
国
民
健
康
保
険
お

よ
び
税
制
度
に
理
解
と
知
識
を
有
す
る
方

　
▼
心
身
と
も
に
健
全
で
、
働
く
こ
と
に
意

欲
の
あ
る
方

●
応
募
方
法　
「
中
山
町
臨
時
職
員
申
込
書

兼
履
歴
書
」
に
必
要
事
項
と
申
し
込
む
職

種
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）。
申
込
書
は
役
場
１
階
総
合
窓
口

に
準
備
し
て
あ
る
ほ
か
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
新
着
情
報
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
切　
３
月
25
日（
金
）
必
着（
土・

日
曜
日
、
祝
日
は
閉
庁
）

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接※お問い合わせ先

　ひまわり温泉ゆ・ら・ら　☎６６２－５７７７

「にっぽん縦断こころ旅」
　ＮＨＫ－ＢＳプレミアム「にっぽん縦断こころ旅」は、視聴者から寄せられるお便りをもとに、俳
優の火野正平さんが自転車で日本各地を巡り、こころの風景を訪ねる番組です。番組スタートから６
年目となる“2016春の旅”は東京都をスタートし、東北６県を経て北海道を目指す14週間の旅です。
　中山町での心に残る「何気ない風景」「思い出の風景」「忘れられない風景」「昔の記憶と重なる情景」
などを、エピソードを添えてご紹介ください。
　●応募方法　ハガキ、ＦＡＸ、インターネットにてお申し込みください。　※４月18日（月）必着
　※お問い合わせ先　ＮＨＫふれあいセンター　☎０５７０- ０６６- ０６６
　※応募受付
　　〒150-8001　「こころ旅」係　（住所不要）
　　ＦＡＸ ０３- ３４６５- １３２７
　　番組ホームページ　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/（ＨＰ内に投稿フォームあり）

心の風景とエピソードを募集します
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 ３/22（火）
９：００～１０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　
　印かん、妊娠届出書、個人番号が確認でき
るもの（個人番号カード、通知カード等）
と本人確認できるもの（個人番号カード、
運転免許証等）

※この日程で都合の悪い方はご連絡ください。

育 児 相 談 会
（予約制）

３/22（火）
１０：３０～１１：３０

育児全般について、保健師または管理栄養士
が相談に応じます。前日まで電話でご連絡く
ださい。

定期健康相談 ３/22（火）
１０：３０～１１：３０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

乳 児 健 診

３/３０（水）
３か月児
１３：20集合
１１か月児
１３：００集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成２７年４月・１２月生まれの子どもと前回欠
席の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、
　　　　　交換用おむつ（１１か月児は歯ブラ

シも）

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

　現在発行している予防接種券の有効期限は平成２８年３月３１日までとなっております。
　期限内に接種できない場合はご連絡ください。

　４月１日号のお知らせ版に挟み込み、全戸配布となる予定です。
　小さいお子さんがいらっしゃるご家庭は、ご活用ください。

予防接種券有効期限のお知らせ

平成２８年度　母子保健事業計画・定期予防接種案内について

【
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
中
山
町
支
援
本
部

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
仮
称
）
を
募
集
し
ま
す
】

　
「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
中
山
町
支
援
本
部
」

で
は
、
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
と
協
力
し
、
町
の

ス
ポ
ー
ツ
や
産
業
の
振
興
に
関
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ま
す
ま
す
の
活
動
の
充
実
を

目
指
し
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容（
例
）　
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
フ
ァ
ー
ム
公
式
戦
の
抽
選
会
、
来

場
者
へ
町
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
の
ぼ

り
旗
設
置
な
ど

【
協
賛
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
】

　
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
中
山
町
支
援
本
部
で
は

フ
ァ
ー
ム
公
式
戦
開
催
に
合
わ
せ
、
来
場
者

へ
町
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

（
例
：
い
も
煮
、
ゆ・
ら・
ら
入
浴
券
、
り
ん

ご
ジ
ュ
ー
ス
、
足
ふ
き
マ
ッ
ト
、
プ
ラ
ム

ジ
ャ
ム
な
ど
）

　
企
業
や
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
商
品

提
供
を
し
て
い
た
だ
け
る
町
内
の
事
業
所
を

募
集
し
ま
す
。

　
３
月
26
日
（
土
）
開
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
ふ
れ
る
・
み
る 

本
か
ら
学
ぼ
う 

手
作

り
和
綴
じ
ノ
ー
ト
作
り
」
で
参
加
者
の
み

な
さ
ん
が
作
っ
た
ノ
ー
ト
を
展
示
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３

月
１
日
号
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間　

３
月
26
日
（
土
）
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
～
４
月
３
日
（
日
）

●
会
場　
ほ
ん
わ
館 

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー

和
綴
じ
ノ
ー
ト
展
示
会　

を
開
催
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
協
賛
事
業
所

を
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
中
山
町
支
援
本
部

　
　
　
　
　
事
務
局（
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
８
９

無
料
法
律
相
談
所
を　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

●
日
時　
３
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
15
分
～
３
時
30
分
頃

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
内
容　
財
産
・
相
続
・
土
地
・
金
銭
・
家

族
問
題
な
ど

◆
先
着
５
組
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
２
月
１５
日
を
期
限
と
し
て
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
定

数
６
名
に
対
し
、
規
定
の
定
員
に
達
し
な

か
っ
た
た
め
再
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
募
集
要
項
は
、
１
月
１
日
号
お
知
ら
せ
版

に
折
込
の
農
委
広
報
「
み
の
り
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
の
項
目
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

●
募
集
締
切　

３
月
23
日
（
水
）　
※
郵
送

の
場
合
も
こ
の
日
に
必
着
と
す
る
。

●
募
集
人
数　
４
名

※
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
再
募
集
し
て
い
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
４
３
６
９

　
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
の
団
体
活
動
に
最
適
な
保
険
で
す
。
５

名
以
上
の
団
体
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
加
入
申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
財
団
法
人
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.sportsanzen.org

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に　

加
入
し
ま
し
ょ
う

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
８
９

　
中
央
公
民
館
、
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
団
体
の
う
ち
、
社
会
教
育
関
係
団
体

は
使
用
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
減
免

を
受
け
る
に
は
、毎
年
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

●
受
付
期
間　
３
月
15
日
（
火
）
～
４
月
15

日
（
金
） 

午
前
９
時
～
午
後
10
時

●
提
出
場
所　
中
央
公
民
館
窓
口
（
届
出
用

紙
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

●
対
象　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
社
会
教

育
に
関
す
る
事
業
を
目
的
と
す
る
団
体
、

サ
ー
ク
ル
、
愛
好
会
等

社
会
教
育
関
係
団
体
届
の

提
出
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

　暖かくなってくると、歩行者の行動や自転車の
利用が活発になり、歩行者や自転車が関係する交
通事故が多発することが懸念されます。道路を横
断するときは、しっかり止まって
安全確認を徹底しましょう。運転
者は、歩行者・自転車を見かけた
ら思いやり運転を心がけましょう。

しっかり止まって
� はっきり確認！

【
国
税
専
門
官
採
用
試
験

　
　
　
　

 （
大
学
卒
業
程
度
）
に
つ
い
て
】

　
①
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

〔
☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１
（
内

線
３
２
３
６
）〕　
②
試
験
日
…
５
月
29
日

（
日
）　
⑤
▼
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者　
▼
平
成
７

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲

げ
る
も
の
…
⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ

び
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者　
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ

る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　
⑦
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
と
す

る
。
受
験
申
込
受
付
期
間
は
、
▼
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
１
日
（
金
）
～
13
日

（
水
）　
▼
郵
送
ま
た
は
持
参
…
４
月
１
日

（
金
）
～
４
日
（
月
）　
※
郵
送
ま
た
は
持

参
用
受
験
申
込
書
の
請
求
は
、
最
寄
り
の

税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た

は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
。

【
な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
案
内
】

　
①
連
合
山
形
地
域
協
議
会
（
☎
６
２
２
‐

０
５
５
１
／
６
２
２
‐
０
５
３
６
）　
②

３
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
６
時　
④
相
談
者
が
電
話
で
相

談
す
る
方
法
で
、
解
雇
・
雇
止
め
、
賃
金

カ
ッ
ト
、
労
働
時
間
、
残
業
、
休
暇
な
ど

の
ほ
か
、
い
や
が
ら
せ
、
経
営
危
機
、
倒

産
に
よ
る
人
員
整
理
問
題
な
ど
、
労
働
に

関
わ
る
相
談
に
つ
い
て
対
応
し
ま
す
。　

⑥
無
料

【
借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
ご
案
内
】

　
①
山
形
財
務
事
務
所
相
談
専
用
電
話
（
☎

６
４
１
‐
５
２
０
１
）　
②
月
～
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　
③
山
形
財
務
事

務
所　
④
借
金
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お

伺
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
等
の
専

門
家
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。　
⑥
無

料　
⑧
相
談
は
秘
密
厳
守

●期　日　３月20日（日・祝日）
●時　間　午後１時30分～３時30分
●場　所　中央公民館大ホール
●内　容　いきいき100歳体操、各種呼吸法
●持ち物　参加費100円、動きやすい服装、くつ、
　　　　　飲み物
◆おやつに「すももの米粉ムース」を用意しています！
※お問い合わせ先
　シニアサロンまじゃらっしゃい事務局（池田）
　� ☎６６２－６６２０

「健康づくり体操体験教室」のご案内「健康づくり体操体験教室」のご案内
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